
 

 

 

 
「労働基準監督官 採用試験 2018」３月 30 日受付開始 

Labour Standards Inspector 

～働く日本を守る仕事～ 
 

労働基準監督官は、厚生労働省、和歌山労働局、労働基準監督署などに勤務し、

労働基準法、労働安全衛生法、最低賃金法などの労働基準関係法令に基づいて、       

労働条件の確保･向上、働く人の安全や健康の確保を図り、労働災害で被災された方に

対する労災補償の業務を行うことを任務とする厚生労働省の専門職員です。 

平成30年度の労働基準監督官採用試験の受付が平成30年３月3０日（金）９時  

から開始されますので、働く方が安心して働ける社会を共に目指す志のある方の 

御応募をお待ちしています。 

 

厚生労働省和歌山労働局発表   

平成 30 年３月２日 
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１ 受験資格 
○ 昭和63年４月２日～平成９年４月１日生まれの方 
○ 平成９年４月２日以降生まれの方で次に掲げる方 
① 大学を卒業した方 及び 平成31年３月までに大学を卒業する見込みの方 
② 人事院が①に掲げる方と同等の資格があると認める方 

 
２ 受付期間 
○ インターネット申込 

平成 30 年３月 30 日(金)9:00～４月 11 日(水)受信有効 
○ インターネット申込用受験案内アドレス

【http://www.jinji.go.jp/saiyo/siken/jyukennannnai/jyukennannnai_rouki.pdf 】 
○ インターネット申込専用アドレス 

【http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html】 
 
３ 試験日程等 
○ 第１次試験      平成30年６月10日(日) 
○ 第１次試験合格者発表日 平成30年７月３日（火）9:00 
○ 第２次試験      平成30年７月11日(水)・12日(木)・13日(金)の指定された１日 
○ 最終合格者発表日   平成30年８月21日(火) 9:00 

 
４ 業務説明会の開催 
   平成30年３月15日（木）10時から、学生を対象とした業務説明会を開催します。 

業務説明会では、労働基準監督官の仕事の内容や、和歌山労働局・労働基準監督署・   
ハローワークの業務説明や職場見学を実施します。 

Press Release 

http://www.jinji.go.jp/saiyo/siken/jyukennannnai/jyukennannnai_rouki.pdf】
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html


 

１ 労働基準監督官 とは 

  全国では、約 410万の職場で約 5,300 万人が働いています。 

働く人にとって、安心・安全な職場環境を実現するためには、労働基準法などの   

労働基準関係法令で定められた労働条件が確保され、また、その向上が図られること

が重要です。 
 
 労働基準監督官は、厚生労働省、和歌山労働局または労働基準監督署などに勤務し、

労働基準関係法令に基づいて、工場、事務所などあらゆる職場に立ち入り、法に定め

る基準を事業主に守らせることにより、労働条件の確保･向上、働く人の安全や健康

の確保を図り、また、不幸にして労働災害に遭われた方に対する労災補償の業務を行

うことを任務とする厚生労働省の専門職員です。 
 
 労働基準監督官は、毎年、人事院・厚生労働省が実施する「労働基準監督官採用  

試験」の合格者から採用されています。 

労働基準監督官に任官された者は、ＩＬＯ条約などで規定されている労働監督制度

の 趣旨に従い、労働基準法に基づく審議会（労働基準監督官分限審議会）の同意が

ない限り罷免されません。 
 

２ 労働基準監督官の主な仕事 

(1) 臨検監督 

   労働基準法、労働安全衛生法などの法律に基づいて、定期的にあるいは働く人か

らの申告・相談などを契機として、工場や事務所などに立ち入り、機械・設備や  

帳簿などを検査して関係労働者の労働条件について調査を行います。 

    法律違反が認められた場合には事業主などに対し、その改善を指導するほか、 

危険性の高い機械・設備などについてはその場で使用停止などを命ずる行政処分を

行います。 
 
(2)  司法警察事務 

     労働基準法、労働安全衛生法などには罰則が設けられています。 

    事業主などが、これらの法律に違反し、度重なる指導にもかかわらず、是正を  

行わない場合など重大または悪質な事案について、労働基準監督官は刑事訴訟法に

基づき、特別司法警察員として取調べなどの任意捜査や捜索・差押、逮捕などの  

強制捜査を行い、検察庁に送検します。 

----------------------------------------------------------------------------- 

○ 和歌山労働局業務説明会 
 労働基準監督官及び国家公務員採用一般試験（大卒程度試験）に向けた和歌山労働局の  
業務説明会を実施します。 
・ 開催日時 

平成 30 年３月 15 日（木）10 時から 
・ 場  所 

和歌山労働局（和歌山市黒田二丁目３番３号） ※３階総務課までお越しください 
・ 対 象 者 
  和歌山労働局（労働基準監督署・ハローワークを含む）の業務に興味を持つ学生 
・ 対象の試験 

労働基準監督官試験、国家公務員採用一般試験（大卒程度試験） 
・ 内容・日程 

・労働基準監督官の仕事の内容、・和歌山労働局、労働基準監督署、ハローワークの業務説明、 
・職場見学、・座談会 など 

・ お申込み・お問い合わせ先 
  業務説明会への参加をご希望の方は、事前に、以下の担当までお申込みください。      

和歌山労働局総務部総務課人事係（電話：073-488-1100） 



 労働基準法、労働安全衛生法などの法律に基づいて、定期的にあるいは働く人からの申告・

相談などを契機として、工場や事務所などに立ち入り、機械・設備や帳簿などを検査して関係

労働者の労働条件について調査を行います。 

 法律違反が認められた場合には事業主などに対し、その改善を指導するほか、危険性の高い

機械・設備などについてはその場で使用停止などを命ずる行政処分を行います。 

 労働基準法、労働安全衛生法などには罰則が設けられています。 

 事業主などがこれらの法律に違反し、度重なる指導にもかかわらず是正を行わない場合など

重大または悪質な事案について、労働基準監督官は刑事訴訟法に基づき、特別司法警察員とし

て取調べなどの任意捜査や捜索・差押、逮捕などの強制捜査を行い、検察庁に送検します。 

労働基準監督官の主な仕事 



 

ご案内 

 業務説明会の 

▼ 日時 

  平成３０年３月１５日（木）１０：００開始 （２時間程度を予定） 

▼ 場所 

  和歌山労働局 3階 （集合後会議室に案内いたします） 

   和歌山市黒田二丁目3番３号（JR和歌山駅東口から徒歩5分） 

    

▼ 内容 

   和歌山労働局・労働基準監督署・ハローワークの組織や業務概要の説明 

   労働基準監督官の仕事の内容の説明 

   現役の若手職員との座談会など 

   

▼ お申し込み・お問い合わせ先（参加希望の方は、事前連絡お願いします） 

   和歌山労働局総務部総務課人事係     

   電話 ０７３－４８８－１１００            

 厚生労働省和歌山労働局では、以下のとおり業務説明会を開催します。 

 労働局の組織や労働行政で取り扱っている業務内容・キャリアパスの説明に加え、

労働局・労働基準監督署・ハローワークで勤務する現役の若手職員から個別に話を

聞くことができる機会となっております。  

 労働基準監督官の仕事の内容や最近のトピックについても説明します。 

 和歌山労働局・労働基準監督署・ハローワークの仕事に興味のある方は、ぜひ御参

加ください！ 

～ 労働基準監督官採用試験・国家公務員採用一般職試験 

  （大卒程度試験）の受験をお考えの皆様へ ～ 


